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発掘調杏は東俯厨の再建 ['liに先立ち、その廂料をえることを目的として、保師

寺の依頼により奈良国立文化財研究所か行なった0 8月6IIに』貯tを開始し、約900

面の発掘調西したので、ここに中間報告を行う。

薬師寺東俯りについては、昭和45年に薬師寺発掘凋粁団（団長杉rlr｛声・て．博士）か

抽壇南縁の全長約55mと、第 1房を明らかにし、東俯！｝｝の位四、規校および坊の間

取りかほは確定している。今回はこの既発掘区を含めて大房第 1/J｝から第 9/J}まて

全面の発掘調行を行なった。追構の保存状況は第 1因と第 2/；:}は氏好てあったか、

第3/;i}以束はきわめて悪く、中世に大きな土拡かいくつも掘られ、その上さらに追

構面か削平されている。礎石はすへて抜き取られていたか、礎石据付掘形および地

覆石抜取り痕跡より、大1]｝第 lf.,}から第 6りまて明らかにすることかてきた。

東俯房の柚増は40cmほどの掘込み地業を行なっている。晶壇南面には玉石夕を抜い

た痕跡か残され、土間の此」さから拷えると、玉石数個を積上けた玉石積柚培となろ

う。大I1｝（第 1～第 91Jj)は東西に長い建物て、食堂と棟心をそろえ、西｛1%}と対

称の位四に配四される。大り一房分の規模は梁行 4間 11.4m (9 尺 •I· JO尺 410)ぐI・

9尺）、 桁行 2間 6m (10尺•ト 10尺）てあり隣のI分とは墜て1iil仕切られている。各

因は梁行20/むの身舎と前後各 9 尺の廂部分からなり、大き <ilii• 中・後の 3 宰に分

けられる。内部は上間床てある。第 1.第 2局の南側面には駁灰岩の地覆石か 6m

の間口を引通しており、中問に礎石は存在しない。この地覆石の内側に接して中央

部分 2.lmにわたって凝灰岩を並へており、両側に袖壁を設け、中央を1lij口部として

いたらしい。中室の正面は 3問にわりつけ、中央間を扉口とする。背面は中央に札

を立て、西の間は壁、東の間は後室への扉口である。第 1局の中室には西に寄せて

床を脹った束石の抜きとり痕跡があるか、 3房以東は上問か削平されており束石の

配四は不明てある。後宅は東西 2室に区分される。東側は背面に卯口や壁の痕跡は

なく、開放となっていたようてあるさこの大房の北側 2.4m(8尺）て付属室の礎石

据付掘形、梁ii2.4m(8尺）を検出した。以上の結果、東俯房は西俯1J}と全く同し

平面形式であることを確認した。

第 I• 2 /Aの土間は赤く焼けており、木炭か散乱していることにより、東俯1J}は

焼失したものと杓えられた令昭和45年の調査において土師器・黒色上器なとか屯な

つで焼洛ちた状態て出土したと報告されている。これらの土器の年代は10世紀後半

煩と名えられるのて、東俯1けの焼失は平安時代の『粘r:,li 、'j•緑起 に，記載されている
91} 

火緑 4礼（匹）の食罰唸ri:Jク•'{i'i所からの出火による 1',Ylb}焼失の，i心1戌とも｛研せす、
今ln] の調 ~ft 地 1メにおいて、 {,'YIIj} は焼失後再建されていない

III t追物は大部分か瓦て、人1:：Ili，およひ1Ii浴菰）から1111ヽ．した，，これらのliには奈

良時代から宇IIIJ時代t月まてのものを含むc, K器のIIU:l,tは少なし＼か、第 4}月の1,:IL

から12111.紀煩の間Ii器、瓦器かまとまって1IILしたむ
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